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歳
入
総
額
１
０
３
億
４
０

０
７
万
円
、
歳
出
総
額
１
０

０
億
７
８
５
１
万
円
で
、
歳

入
歳
出
差
引
額
の
形
式
収
支

で
２
億
６
１
５
５
万
円
の
黒

字
。
翌
年
へ
繰
り
越
す
財
源

が
６
０
７
１
万
円
あ
る
た
め
、

実
質
収
支
額
は
２
億
83
万
円

の
黒
字
で
し
た
。

　

主
な
歳
入

　

決
算
額
は
前
年
度
と
比
較

し
て
9.8
％
の
増
で
、
９
億
２

０
９
４
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
町
税
全
体
で
前

年
度
比
0.6
％
の
増
、
額
に
し

て
１
２
２
５
万
円
の
増
額
。

　

地
方
交
付
税
は
前
年
度

比
3.2
％
の
増
、
額
に
し
て
９

８
７
６
万
円
の
増
額
。

　

町
債
は
前
年
度
比
20
・
２
％

の
減
、
額
に
し
て
２
億
２
２

４
０
万
円
の
減
額
。

　

国
庫
支
出
金
が
、
前
年
度

比
１
８
９
･
１
％
増
の
22
億

７
７
９
８
万
円
で
し
た
。
こ

の
中
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
３
億
７
４
６

４
万
円
や
特
別
定
額
給
付
金

給
付
事
業
費
補
助
金
13
億
４

５
４
０
万
円
を
含
む
た
め
大

幅
な
歳
入
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

主
な
歳
出

　

前
年
度
と
比
較
し
て
12
・

５
％
の
増
、
額
に
し
て
11
億

２
２
１
２
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

･
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
13
億
５
１
０
７
万
円

･
緊
急
経
済
対
策
商
品
券
支

給
事
業
１
億
３
６
１
２
万
円

･
防
災
行
政
無
線
固
定
系
デ

ジ
タ
ル
化
更
新
工
事
２
億
３

２
６
６
万
円

･
吾
妻
渓
谷
活
性
化
対
策
事

業
1
億
６
６
２
５
万
円
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９月定例会　令和２年度決算

　　　コロナ禍で町の財政は？

　

９
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
た
令
和
３

年
第
３
回
定
例
会
で
は
︑
報
告
関
係
２
件
︑
条
例
関
係
6

件
︑
予
算
関
係
５
件
︑
そ
の
他
２
件
が
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
︑

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑
令
和

２
年
度
各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
８
件
提
案
さ
れ
︑
す

べ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
︒
な
お
︑一
般
質
問
は
７
人
が
行
い
︑

町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
（
10
か
ら
16
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
）︒

　
  

※
１
万
円
未
満
を
切
り
捨
て
て
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

歳入総額 103 億 4007 万円　歳出総額 100 億 7851 万円

　前年度より 11 億 2212 万円歳出の増額

   一般会計歳出 
 100億7851万円 

      総務費 
 

           33.5% 

民生費 
 

            16.6% 
       公債費 
 
        11.4%  

土木費 
 

          7.5% 

  農林水産業費 
                  2.9% 
 

衛生費
5.0% 

 

消防費 
5.6% 

 

商工費 
4.1% 

議会費 
0.9% 諸支出金 

 0.2% 
 

災害復旧費 
1.3% 

     教育費 
 
           11.1% 

吾
妻
線
廃
線
敷
か
ら
臨
む

八
ッ
場
ダ
ム

一
般
会
計
決
算



･
上
信
自
動
車
道
関
連
事
業

１
億
６
３
０
万
円

･
旧
庁
舎
解
体
工
事
費
９
９

０
０
万
円

･
路
線
バ
ス
運
行
対
策
事
業

７
６
６
９
万
円

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
新
た
な
経
済
対
策

な
ど
に
よ
り
大
幅
な
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
中

止
で
、
関
係
歳
出
の
多
く
が

減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険

　
︻
事
業
勘
定
︼　

歳
入
総
額

17
億
５
６
０
万
円
、
歳
出
総

額
は
16
億
７
０
４
３
万
円
で
、

実
質
収
支
額
は
３
５
１
６
万

円
で
、
国
民
健
康
保
険
基
金

は
１
億
87
万
円
で
し
た
。

　

国
保
税
の
収
納
率
は
一
般

現
年
分
95
・
28
％
、
不
能
欠

損
額
は
、
１
３
２
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
人
口
１
万

４
７
７
２
人
か
ら
令
和
２
年

度
１
万
３
１
６
８
人
と
減
少

す
る
中
で
、
被
保
険
者
も
４

０
４
４
人
か
ら
３
４
０
０
人

と
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
規
模
も
22
億
７
０
０

０
万
円
ほ
ど
か
ら
17
億
５
０

０
万
円
ほ
ど
に
縮
小
し
て
い

ま
す
。

　
︻
施
設
勘
定
︼　

歳
入
総
額

７
４
２
４
万
円
、
歳
出
総
額

６
９
８
８
万
円
。
翌
年
へ
繰

り
越
す
財
源
が
89
万
円
あ
る

た
め
、
実
質
収
支
額
は
３
４

６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
診
者
は
延
べ
３
６
１
３

人
で
、
令
和
元
年
度
よ
り
５

４
４
人
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入
総
額
２
億
７
８
４
万

円
、
歳
出
総
額
２
億
７
８
１

万
円
で
、
実
質
収
支
額
は
３

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
険
料
収
納
率
は
99
・
71
％

で
し
た
。
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使用料及び手数料  
0.6% 

分担金及び負担金 
0.1% 

繰入金 
2.8% 繰越金 

4.5% 

   一般会計歳入  
      103億4007万円 

   町税 
 
             18.6% 

        町債 
 
          8.5%     

国・県支出金 
 
               25.8% 

諸収入ほか       
           8.2% 

 地方交付税   
 
        30.9% 

監
査
委
員
か
ら
の
報
告

　

地
方
自
治
法
の
第
２
３
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
、
令
和
２
年
度
東
吾
妻
町
一
般
会
計
･
特
別
会
計

･
事
業
会
計
に
つ
い
て
決
算
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

決
算
書
は
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
処
理
さ
れ
て
お

り
、
計
数
は
正
確
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
予
算
の
執
行

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

東
吾
妻
町
監
査
委
員　

⻆
田　

隆
紀

　
　
　
　
　
　
　
　

東
吾
妻
町
監
査
委
員　

青
柳
は
る
み

審
査
意
見

　

会
計
経
理
事
務
、
財
産
に
関
す
る
事
務
等
、
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
、

検
討
の
上
、
早
急
に
善
処
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

あ
が
つ
ま
共
同
霊
園
集
会
所
は
10
年
以
上
利
用
実

績
が
な
く
、
本
来
の
目
的
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。

老
朽
化
の
た
め
、
再
整
備
に
向
け
た
検
討
を
求
め
る
。

　

林
業
基
盤
整
備
は
、
林
業
の
生
産
性
向
上
に
一
定

の
改
善
効
果
が
認
め
ら
れ
る
が
、
一
部
十
分
に
管
理

の
行
き
届
か
な
い
状
況
に
あ
る
。
一
層
の
状
況
把
握

に
努
め
、
効
果
的
な
経
営
資
源
の
投
下
を
求
め
る
。

　

土
地
開
発
基
金
保
有
の
土
地
の
う
ち
、
一
部
用
途

が
不
明
確
で
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
存
在

す
る
の
で
、
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
今
後
は
財
政
面
で
厳
し
さ
が
増
す
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
の
で
、
健
全
で
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

特
別
会
計
決
算
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( 注 ) カッコ内の数値は早期健全化基準であり、町はその基

準を下回り、財政は健全な状態であるとの結果が出ました。

実質公債費比率…借入金 ( 地方債 ) の返済額及びこれに準じ

る額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示す指標

将来負担比率…地方公共団体の一般会計等の借入金(地方債)

や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を

指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標

　

介
護
保
険

　

歳
入
総
額
18
億
１
５
９
７

万
円
、
歳
出
総
額
17
億
７
０

２
９
万
円
、
歳
入
歳
出
差
引

総
額
及
び
実
質
収
支
額
４
５

６
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
介
護
給
付
費
準
備

基
金
は
９
７
５
９
万
円
で
す
。

保
険
料
収
納
状
況
は
98
・
９
％

で
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保

険
者
は
５
４
９
１
人
、
人
口

比
41
・
70
％
で
、
前
年
度
比

1
・
15
％
の
増
で
す
。
給
付

費
の
総
額
は
16
億
９
１
９
１

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
開
発
事
業

　

歳
入
総
額
２
９
２
５
万
円
、

歳
出
総
額
２
７
４
４
万
円
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
１
８
１

万
円
で
、
繰
越
明
許
費
繰
越

額
が
１
７
４
万
円
あ
り
、
実

質
収
支
額
は
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入

状
況
は
、
６
１
２
戸
で
88
・

５
％
、
事
業
所
等
も
含
め
る

と
計
６
９
２
件
で
し
た
。

　

下
水
道
事
業

　

歳
入
総
額
５
億
４
１
５
万

円
、
歳
出
総
額
４
億
９
２
４

５
万
円
と
な
り
、
実
質
収
支

額
１
１
６
９
万
円
で
し
た
。

　

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は

前
年
度
比
0.7
％
増
の
74
・
78
％

で
、
将
来
に
向
け
て
接
続
率

向
上
に
関
す
る
取
り
組
み
を

求
め
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道

　

歳
入
総
額
６
０
５
５
万
円
、

歳
出
総
額
５
６
４
６
万
円
。

実
質
収
支
額
は
４
０
８
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

給
水
戸
数
は
、
前
年
度
比

マ
イ
ナ
ス
１
９
７
戸
の
９
３

８
戸
で
し
た
。

　
水
道
事
業

　

給
水
戸
数
４
３
０
８
戸
、

前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
７
戸
、

未
処
分
利
益
剰
余
金
は
２
億

１
８
０
９
万
円
で
し
た
。

　

供
給
単
価
の
見
直
し
方
針

の
説
明
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
報
告
を
受
け
、
今
後
の
料

金
改
定
に
つ
い
て
も
丁
寧
な

説
明
と
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

(単位％)

平成30年度 令和元年度 令和２年度

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

健全化判断比率の報告がありました

会　　計　　名 歳入総額 歳出総額

一 般 会 計 103億4007万円 100億7851万円

国民健康保険特別会計(事業勘定) 17億 560万円 16億7043万円

国民健康保険特別会計(施設勘定) 7424万円 6988万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億 784万円 2億 781万円

介 護 保 険 特 別 会 計 18億1597万円 17億7029万円

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計 2925万円 2744万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 5億 415万円 4億9245万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 6055万円 5646万円

区　　　分 歳入総額 歳出総額

収 益 的 2億 337万円 1億7946万円

資 本 的 4682万円 1億4629万円

令和２年度　水　道　事　業　決　算

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当年度分損益勘定留保資金、減債積
立金などで補てんしました。

令和２年度　会　計　別　決　算 事
業
会
計
決
算
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簡易水道費等整備事業補助金
とは？

･ 町営水道以外の小水道組合
等の施設整備について、補助
対象事業費の２分の１以内
で、２００万円を限度に補助。
･ 令和 2 年 9 月に１０００円
未満の端数がある場合は切り
捨てる等要綱の改正が行われ
ました。

予備費の充用とは？

･ 流用できる予算がないと
き、予備費から充用して使
用することで、議会を開く
時間のない緊急時や、少額
の場合などに行われます。

緊急事態宣言で休業した道の駅あ
がつま峡（手前は、地元の方が丹
精込めて育てたフジバカマの花畑）

議員　整備事業補助金について、事
業費の２分の１の補助に満たない組
合があるので、説明を求める。
上下水道課長　要綱には２分の１以
内とあり、事業費の千円以下を切り
捨てて申請をしているものであるの
で、誤りではない。要綱が昨年９月
に改正し、同じ年度に端数を支払う
ものとそうでないものがあり、混乱
が生じた。
議員　平成 29 年から実績報告書を 20
数件調べたが、全てが千円未満切り
捨てだった。今年度１件端数を支払っ
ているのは、整合性がとれない。
上下水道課長　申請者が端数を切り
捨てて申請し、それに基づいて支払

いをしている。
議員　切り捨てるよう指導したので
はないか。
上下水道課長　町は指導していない。
副町長　補助金は申請主義であり、
組合から出た申請に対し、要綱に基
づき審査をして２分の１以内であれ
ば支払いをするので、誤りではない。
議員　年度途中の改正はいかがなも
のか。本来なら当初からすべきでは。
町長　不利益が生じた場合には、差
額を支払うので申し出てもらいたい。
議員　後からの申請について説明を
求める。
副町長　年度途中の改正で不利益を
被った場合４月から遡及適用できる。

議員　予備費の充用ではなく、補正
で対応すべきでは。しかも、３月補
正で減額をしている。事務的にいか
がか。
町長　若い職員の急な死亡により退
職金等が生じ、３月補正と事務手続
き上のはざまになってしまい、予備

議員　昨年９月定例会でも質問し
たが、町の仕事を受けている企業
とそれ以外の企業で、補助に対し
て大きな差が生じているのではな
いか。
町長　新型コロナ感染拡大により、
普段から地域の活性化のために活
動している方々に、不利益が生じ
ることは忍びない。町からの休業
要請については、内容を精査しな
がら補償金のお支払いをした。
議員　今回の補償金が適切ならば、
コロナの影響がなかった年と比べ
た純利益で今年も計算するのか。
町長　今後内容を見ながら、精査
していく。
議員　町に補償金についての基準

がないことが問題ではないか。昨年
補償された企業が今年度も同様にも
らえると思っているかもしれない。
今後についてはどうするのか。
まちづくり推進課長　前年度踏襲す
るかどうかも含め、検討していく。
議員　国、県、町からの補助金や失
業保険など、情報共有しながら検討
していく必要があるのではないか。
まちづくり推進課長　休業した事業
者については、休業補償の対象とな
る。早めに複数回に渡って協議を行
い、正確な減収額の計算を行ってい
きたい。同時に、国、県、町の補助
金等も適確な情報提供を行いながら、
透明性のある対応をしていきたい。

費に頼らざるを得なかった。
議員　予備費については違法ではな
いが、担当課が事前に捉えておくこ
とが必要ではないか。予備費への指
摘は、今年で３度目である。
町長　今後は予備費に頼らない手続
きを進めたい。

小水道組合への整備事業補助金、支払いの整合性は？

緊急事態宣言に伴う補償金、町の考えは？

   令和２年度
決 算 質 疑

予備費からの充用、事務は適正だったか？
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歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

１
億
２
５
５
７
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
82
億

９
２
６
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
影
響

を
受
け
た
商
工
業
対
策
事
業

と
し
て
５
７
７
０
万
円
。

･
商
工
会
補
助
費（
ワ
ン
コ
イ

ン
ラ
ン
チ
宅
配
事
業
）
70
万
円

･
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
５
０
０
万
円

･
事
業
継
続
支
援
補
助
金
５

２
０
０
万
円
　

　
質
　
疑

議
員　

緊
急
事
態
宣
言
下
で

苦
し
む
事
業
者
に
対
し
て
補

助
は
大
変
あ
り
が
た
い
が
、

昨
年
あ
っ
た
国
の
雇
用
調
整

助
成
金
を
申
請
す
る
た
め
の

補
助
金
上
限
50
万
円
が
、
今

回
の
補
正
予
算
に
な
い
。
昨

年
度
９
件
の
実
績
で
非
常
に

あ
り
が
た
い
手
当
と
考
え
る

が
、
12
月
定
例
会
等
で
検
討

し
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

町
長　

商
工
関
係
者
の
ご
努

力
、
状
況
に
つ
い
て
は
理
解

し
て
い
る
。
今
後
の
感
染
拡

大
･
非
常
事
態
宣
言
の
行
方

を
見
な
が
ら
、
協
議
し
て
い

き
た
い
。

■
烏
帽
子
山
植
林
組
合
議
会

議
員
の
選
挙

　

指
名
推
選
に
よ
り
以
下
の

11
名
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

須
崎
幸
一
、
高
橋
弘
、
茂

木
健
司
、
里
見
武
男
、
小
林

光
一
、
重
野
能
之
、
竹
渕
博

行
、
佐
藤
聡
一
、
根
津
光
儀
、

樹
下
啓
示
、
青
柳
は
る
み

■
東
吾
妻
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
東
吾
妻
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■
東
吾
妻
町
地
域
経
済
牽
引

事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の

成
長
発
展
の
基
盤
強
化
の
た

め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■
東
吾
妻
町
過
疎
地
域
の
持

続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
適
用
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例

に
関
す
る
条
例

■
東
吾
妻
町
東
地
域
定
住
促

進
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
東
吾
妻
町
町
営
住
宅
基
金

条
例

■
東
吾
妻
町
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
の
策
定

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置

法
の
施
行
に
よ
り
、
過
疎
対

策
事
業
債
な
ど
財
政
的
支
援

を
受
け
る
際
の
基
礎
と
な
る

計
画
で
、
県
知
事
と
の
協
議

を
行
い
、
議
会
の
議
決
を
経

て
策
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
質
　
疑

議
員
　
世
帯
数
の
減
少
で
活

動
に
支
障
を
来
た
す
集
落
に

つ
い
て
、
解
決
策
と
し
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
者
の
受
入
と
計
画
に

あ
る
が
、
過
疎
化
の
問
題
の

本
質
と
違
う
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
高
齢
化
や
人
口
減
少

に
よ
り
集
落
が
成
り
立
た
な

い
問
題
が
あ
る
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
は
6
名
中
4
名
定

住
し
、
実
績
が
あ
る
。
若
者

の
移
住
等
で
新
た
な
流
れ
を

作
る
の
も
大
切
で
あ
る
。
重

要
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
各

方
面
か
ら
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
取
り
組
み
た
い
。

■
物
品
購
入
契
約
の
締
結

（
除
雪
機
械
）

　

凍
結
防
止
剤
散
布
車
及
び

除
雪
ド
ー
ザ
ー
の
購
入
。

●
契
約
金
額
…
２
３
３
３
万

１
０
０
０
円

●
契
約
相
手
…
日
の
丸
デ
ィ
ー

ゼ
ル
（
株
）
代
表
取
締
役　

松
本
眞
平
（
前
橋
市
）

■
国
へ
の
意
見
書
の
提
出（
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
す
る
た
め
の

財
源
確
保
を
求
め
る
国
へ
の

意
見
書
の
提
出
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

■
東
吾
妻
町
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
議
会
規

則
　

議
会
に
提
出
す
る
請
願
・

陳
情
書
に
、
従
来
は
請
願
・

陳
情
者
の
押
印
を
求
め
て
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
署
名
ま

た
は
、
記
名
･
押
印
ど
ち
ら

か
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

会　　計　　名 補正額 予算総額

一 般 会 計 1億2557万円 82億9268万円

国民健康保険特別会計 施設勘定 100万円 7717万円

介 護 保 険 特 別 会 計 4360万円 18億8321万円

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計 2644万円 1億8145万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 2000万円 5億4945万円

令和３年度　補　正　予　算　一　覧

条
例
・
契
約
な
ど

そ
の
他
の
決
ま
っ
た
こ
と

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
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  『
請
願
』『
陳
情
』 の
し
か
た

◎
請
願
・
陳
情
と
は

　

町
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
「
請

願
」「
陳
情
」
と
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

東
吾
妻
町
議
会
議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
請

願
と
い
い
、紹
介
の
な
い
も
の
を
陳
情
と
い
い
ま
す
。

◎
請
願
・
陳
情
の
書
き
方
と
提
出
方
法

・
受
付
締
切
日

　

定
例
会
前
に
開
か
れ
る
議
会
運
営
委
員
会
の
前

日
（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
の
午

後
５
時
15
分
ま
で
）

・
提
出
先
…
議
会
事
務
局

・
必
要
記
載
事
項

　

請
願
（
陳
情
）
の
表
題
。
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
、

理
由
、提
出
年
月
日
、請
願
（
陳
情
）
者
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
署
名
（
ま
た
は
記
名
･
押
印
）

　

な
お
、
請
願
の
場
合
は
、
紹
介
議
員
の
署
名
（
ま

た
は
記
名
・
押
印
）

　

あ
て
先
（
東
吾
妻
町
議
会
議
長
）

・
そ
の
他
…
邦
文
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

■
東
吾
妻
町
議
会
基
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

現
在
、
条
例
第
３
条
第
７

項
で
年
１
回
以
上
の
開
催
が

規
定
さ
れ
て
い
る
議
会
報
告

会
に
つ
い
て
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
防

止
の
た
め
、
開
催
し
な
い
旨

の
規
定
を
条
例
附
則
に
設
け

ま
し
た
。

陳

情

継続
審査

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖
縄県外・国外移転について国民的議論を行
い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決する
べきとする意見書の採択を求める陳情

「新しい提案」実行委員会
 　　責任者　安里長従ほか１名

総務建設常任委員会

陳

情

趣旨
採択

日本政府に核兵器禁止条約へ署名・批准を求
める陳情

 吾妻地区平和行進実行委員会
          代表　真砂洋治

総務建設常任委員会

今回の陳情

　　　議会報告会中止のお知らせ
　　　　　　　& 皆さまからのご意見募集

　新型コロナウイルスまん延防止のため、昨年度に引き

続き議会報告会は中止となりました。対面での報告会は
かないませんでしたが、町政や町議会に対するご意見が
ありましたら、下記の方法でお寄せください。

 郵送又は持参：〒 377-0892　東吾妻町大字原町 1046　

　　　　　　　東吾妻町議会　議会広報特別委員会宛
　　　 ＦＡＸ：0279-68-5300
　　　 メール：gikai@town.higashiagatsuma.gunma.jp
　　　　　＊住所・お名前 ･ 年齢 ･ 連絡先を記載してください。

　　　　　＊寄せられたご意見は、議会だよりに掲載させていただく　

　　　　　　ことがあります。
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 ＊その他に使い道の決められ
た専用のさいふ（国民健康保険
や介護保険、　下水道事業や簡
易水道などの特別会計、水道事
業会計）があります。

くらべてみよう！

令和元年度と令和２年度に出入りしたお金

 ふつうのさいふ＊  ( 一般会計 )　

　ちなみに、 町議会の主な仕事は？

町
議
会
っ
て

何
す
る
と
こ
ろ
？

決
算
っ
て
何
？

　

中
学
生
議
会
・
高
校
生
議

会
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
け
れ
ど
、
学
生
の
皆
さ
ん

に
も
議
会
の
こ
と
を
知
っ
て

ほ
し
い
の
で
、
簡
単
に
決
算

の
説
明
を
し
ま
す
。

　　

町
の
お
金
を
何
に
ど
の
く

ら
い
使
う
か
を
決
め
る
の
が

予
算
、
実
際
に
町
に
入
っ
た

お
金
や
、
そ
の
使
い
道
が
正

し
い
か
ど
う
か
調
べ
る
の
が

決
算
で
す
。

の
説
明
を
し
ま
す
。

町のお金が正しく使わ
れたかを調べること
（決算認定）

町のお金の使い道を決
めること（予算の議決）

町のきまりを決めること
（条例の議決）

9月定例会では、 町営住宅基
金条例や税条例の一部を改正
する条例などが決まりました。

補正予算で、 中学校の発熱測
定用 AI 顔認証端末購入費や
LED照明交換工事費の追加が
決まりました。

9 月定例会は決算議会とも言
われ、 十分な審議の上、 令和
２年度決算は認定されました。

23.1億
33.7億

16.7億

16.7億
10.9億

11.4億
13.4億

11.1億
6.9億

7.5億4.7億

5.0億
4.7億

2.9億9.2億

12.4億

R1 R2

31.0億 31.9億

12.2億

26.6億

19.1億

19.1億11.0億

8.7億20.9億

17.1億

R1 令和元年度 令和２年度
94億 1913 万円

令和２年度

繰越金 （歳入から歳出を引
いた翌年度にまわすお金）
　令和元年度 4.6 億円
　令和 2 年度 2. ６億円

諸支出金 （その他で使っ
たお金）

衛生費 （皆さんの健康を守
るための費用やゴミの処理
費用などのお金）

農林水産業費 （農業や林
業などのためのお金）

土木費 （道路建設や維
持管理などのお金）

公債費 （借金を返すため
のお金）

教育費 （学校教育や社会
教育に使われたお金）

民生費 （子育てや福祉な
どのためのお金）

総務費 （庁舎の管理や住民
票や戸籍の発行 ･ 消防 ･ 防
災 ･ 選挙などのお金）

今回重要なのは

ココ！

特集！！

令和元年度

地方交付税 （国か
らもらう自由に使え
るお金）

町債 （銀行などから
借りたお金）

町税 （みなさんが税
金として払ったお金）

諸収入他
（その他のお金）

国県支出金 （国や
県からもらう使い道
の決まったお金）

入ってきたお金（歳入） 出ていったお金（歳出）

103 億 4007 万円 89 億 5639 万円 100 億 7851 万円



９ 　 東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号

その疑問、

お答えします！

　皆さんからお預かりした
大切なお金の使い道や、き
まりを決める重要な役割を
果たすのが、町議会です。
　議員は４年に１度の選挙
で選ばれます。　 投票は

18 歳から

お答えします！

例
え
ば
、
使
う
お
金
を

減
ら
す
に
は
？

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、

３
３
６
件
で
８
３
５
万

円
の
収
入
。
返
礼
品
の
工

夫
で
、
昨
年
度
２
５
１

件
か
ら
少
し
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
寄

附
金
を
６
５
３
万
円
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
町
の
土

地
や
財
産
を
売
っ
た
り

貸
し
た
り
し
て
得
た
収

入
が
、
４
３
２
８
万
円

ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
小
中
学

校
の
校
舎
の
維
持
費
や

水
道
光
熱
費
、
給
食
の

食
材
費
な
ど
に
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
や
学
校
の
照
明

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
た
り
、

太
陽
光
発
電
を
設
置
し

た
り
、
新
電
力
会
社
に

移
行
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
電
気
代
を
安
く
す

る
な
ど
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。

①
前
年
度
と
比
べ
て
、

10
億
円
近
く
増
え
て
い
る

の
は
ど
う
し
て
？

②
入
っ
て
き
た
お
金
の
３

分
の
１
を
占
め
る
地
方
交

付
税
っ
て
何
か
な
？

私
が
疑
問
に
感
じ
た
こ
と

①
ひ
と
り
10
万
円
の
定
額
給

付
金
約
13
億
５
千
万
円
の
新

型
コ
ロ
ナ
の
経
済
対
策
で
、

国
か
ら
の
支
出
金
が
大
幅
に

増
え
て
い
ま
す
。
総
務
費
で

支
払
っ
て
い
る
の
で
、
こ
ち

ら
も
大
幅
な
増
で
す
。

②
地
方
交
付
税
と
は
、
地
方

公
共
団
体
が
一
定
の
水
準
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
、
国
が

財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る

た
め
に
交
付
す
る
お
金
で
す
。

③
中
学
校
の
施
設
整
備
事
業

で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
１
人
１
台
端
末
備
品
購

入
費
や
設
定
委
託
料
な
ど
、

１
６
２
７
万
円
を
支
払
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
り
、
減
額
さ
れ
た
予

算
も
あ
り
ま
し
た
。

④
令
和
元
年
度
の
農
林
水
産

業
費
は
、
台
風
19
号
の
被
害

に
よ
る
農
道
や
林
道
の
修
繕

費
や
大
規
模
な
畜
産
関
係
の

負
担
金
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

③
教
育
費
に
た
く
さ
ん
の

お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
ね
。

④
前
年
度
と
比
べ
る
と
増

え
て
い
る
も
の
が
多
い
け

ど
、
農
林
水
産
業
費
が
大

幅
に
減
っ
て
い
る
ね
。

ぼ
く
が
気
付
い
た
こ
と

令
和
元
年
度
と

令
和
２
年
度
の

出
入
り
し
た
お
金
の
グ
ラ

フ
を
見
て
︑
気
付
い
た
こ

と
・
疑
問
に
感
じ
た
こ
と

を
書
き
出
し
て
み
よ
う
︒

コ
ロ
ナ
禍
で
税
収
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ず
︑
支
援
が
必
要

な
人
が
増
え
て
い
る
中
で
︑
豊
か
な
町
に
す
る
た
め
に
は
︑

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
み
よ
う
︒

例
え
ば
、
入
っ
て
く
る

お
金
を
増
や
す
に
は
？

　テレビの CM でよ

　く見るふるさと納税

　を増やすのはどう

　かな。

使わない教室の電気を

こまめに消す、 給食を

残さないなど、 町のお

金を無駄にしないよう、

ぼくたちにもできること

があるね。

　わたしたちが住む東吾妻町を、元気で暮
らしやすい町にするため、皆さんが考えた
アイディアをメールなどでお寄せください。
　これからの町をつくる若い皆さんのご意
見をお待ちしています。
　
　東吾妻町議会　議会広報特別委員会宛
　gikai@town.higashiagatsuma.gunma.jp



Q
町
は
昨
年
度
コ
ロ
ナ
対

策
事
業
と
し
て
町
内
医

療
機
関
に
勤
務
す
る
、
す
べ

て
の
人
な
ど
を
対
象
に
１
人

当
た
り
３
万
円
の
医
療
従
事

者
支
援
金
を
給
付
し
た
。
こ

の
政
策
の
根
本
は
何
か
。

A
感
染
の
恐
怖
と
闘
い
な

が
ら
力
を
尽
く
し
て
い

る
医
療
関
係
者
に
、
深
甚
な

る
感
謝
と
エ
ー
ル
を
申
し
上

げ
る
こ
と
に
あ
る
。

Q
吾
妻
准
看
護
学
校
で
は

こ
の
２
年
、
定
員
の
半

分
ほ
ど
し
か
応
募
が
な
か
っ

た
と
い
う
が
ど
う
考
え
る

か
。A

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
看
護
職
希

望
者
が
減
少
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。

Q
生
徒
の
多
く
は
社
会
人

経
験
者
で
学
歴
は
中
卒

か
ら
大
卒
ま
で
、年
齢
は
18
歳

か
ら
64
歳
ま
で
お
り
、人
生
航

路
の
再
出
発
の
地
点
に
い
る
。

病
院
等
で
看
護
助
手
と
し
て

働
き
な
が
ら
学
ん
で
い
る
が

収
入
は
多
く
な
い
。金
銭
的
援

助
が
必
要
と
思
う
が
ど
の
よ

う
な
制
度
が
あ
る
か
。

A
町
の
育
英
制
度
は
新
卒

者
に
対
す
る
も
の
で
あ

り
対
象
と
は
な
ら
な
い
が
、

群
馬
県
の
制
度
と
し
て
﹁
看

護
師
等
修
学
資
金
貸
与
制

度
﹂
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・

母
本
人
に
対
し
て
﹁
高
等
職

業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事

業
﹂
な
ど
が
あ
る
。
町
の
福

祉
政
策
と
し
て
、
給
食
費
無

料
化
や
こ
ど
も
園
保
育
料
無

料
化
、
福
祉
医
療
費
の
対
象

年
齢
を
18
歳
に
引
き
上
げ
る

な
ど
の
政
策
が
あ
る
。

Q
U
タ
ー
ン
・
I
タ
ー
ン

者
が
こ
の
地
で
生
活

す
る
に
は
車
も
用
意
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
新
た
な

志
を
立
て
、
働
き
な
が
ら
勉

強
し
て
頑
張
ろ
う
と
す
る

そ
の
時
に
、
入
学
金
や
授
業

料
で
45
万
円
ほ
ど
用
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
子
育
て
支
援
や
福
祉
政

策
と
も
関
わ
る
が
、
学

生
や
住
民
が
経
済
的
理
由
で
、

夢
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
の
な

い
よ
う
施
策
を
構
築
し
て
い

く
。
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、

国
や
県
の
制
度
も
調
べ
て
、

町
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
検

討
し
、生
徒
募
集
に
協
力
し
て

い
き
た
い
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
の
質
疑
応
答

は
編
集
し
て
あ
り
ま
す
︒
本
会
議

中
の
正
確
な
や
り
取
り
に
つ
い
て

は
︑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録

（
12
月
中
に
掲
載
予
定
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
︒

ね づ み つ ぎ 　 　 　 　 　

根 津 光 儀 議 員

　７議員が町政を問う
　　　　　　　　　　一　般　質　問

東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号　 1 0

吾
妻
准
看
護
学
校
生
徒

へ
の
支
援
を
求
め
る

国
や
県
の
制
度
を
調
べ
て

検
討
し
た
い

ＱA

看
護
の
実
習
に
励
む
学
生

（
吾
妻
准
看
護
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）



一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   

Q
自
治
会
は
任
意
団
体
か

つ
自
主
組
織
で
あ
り
、

本
来
、
行
政
は
体
制
や
運
営

に
つ
い
て
指
導
す
る
立
場
に

な
い
。
し
か
し
、
役
員
か
ら

は
自
主
的
に
区
班
再
編
や
運

営
改
善
を
行
う
こ
と
は
困
難

だ
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。

・
役
員
負
担
の
軽
減

・
区
班
の
再
編

・
負
担
業
務
の
外
注
化

・
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

な
ど
他
の
自
治
体
で
は
先
進

事
例
も
あ
る
。
町
が
積
極
的

に
関
わ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
こ
れ
ま
で
様
々
な
ご
意

見
、ご
要
望
を
受
け
、文

書
配
布
の
﹁
班
分
け
化
﹂
な

ど
負
担
軽
減
に
努
め
て
き
た
。

各
地
区
ご
と
に
差
異
も
あ
り
、

よ
く
調
査
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　　

町
で
防
災
士
の
育
成
事
業
を

Q
各
地
区
で
防
災
士
を
複

数
名
育
成
し
、
地
域
防

災
組
織
の
担
い
手
と
し
て
町

が
育
成
事
業
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
現
在
、
町
内
で
３
名
が

防
災
士
資
格
を
取
得
。

役
場
窓
口
に
チ
ラ
シ
を
設
置

す
る
な
ど
周
知
し
て
い
る
。

防
災
人
材
育
成
の
た
め
、
可

能
な
支
援
に
つ
い
て
確
認
し

て
い
き
た
い
。
　
　

　

災
害
時
︑
避
難
困
難
者
を

取
り
残
さ
な
い
体
制
を

Q
高
齢
者
や
身
障
者
な
ど

自
主
避
難
困
難
者
の
実

態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　

A
毎
年
度
、
保
健
福
祉
課

で
名
簿
を
作
成
し
、
防

災
担
当
課
と
共
有
し
て
い
る
。

Q
万
一
の

災
害
時

に
そ
の
情
報

が
必
要
な
の

は
近
く
に
住

む
自
治
会
役

員
だ
。
個
人
情

報
に
配
慮
し

つ
つ
情
報
共

有
し
て
は
ど

う
か
。
A
近
隣
の

情
報
は

把
握
し
て
い

る
と
思
う
が

可
能
な
範
囲

で
情
報
を
共

有
し
、
漏
れ
が

無
い
よ
う
万

全
を
期
し
て

い
き
た
い
。

　

集
落
支
援
員
制
度
を
活
用

し
防
災
︑
活
性
化
︑
終
活
な

ど
地
域
支
援
事
業
の
充
実
を

Q
遺
族
不
在
の
ケ
ー
ス
、

特
に
単
身
者
が
亡
く

な
っ
た
際
、
遺
言
も
残
さ
れ

ず
行
政
負
担
が
大
幅
に
増
え

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
余
生
を

不
安
な
く
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
ま
た
行
政
側
の
負

担
軽
減
策
と
し
て
も
終
活
支

援
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。
総
務
省
の
集
落
支
援
員

制
度
を
活
用
し
、防
災
士
、終

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
有
資

格
者
を
支
援
員
と
し
て
任
命

し
、
町
独
自
の
自
治
会
支
援

体
制
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

A
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

調
査
し
当
町
に
合
っ
た

方
策
を
探
っ
て
い
く
。

1 1 　 東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号

い の う え ひ で き　　　　　

井上日出来議員

人口減少に伴う行政区（自治会）体
制の見直しを

移住者受入れなど集落機能の維持・活
性化施策を促進する

　　　 　　　 
　　　　  　　　　  Ｑ

A

資
料
作
成　

井
上
日
出
来



　

町
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

持
っ
て
推
進
す
る﹁
企
業
の
取

り
組
み
﹂

Q
我
が
町
の
企
業
に
お
い

て
は
S
D
G
ｓ
へ
の

取
り
組
み
が
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
よ
う
だ
が
。

A
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
各

企
業
と
も
思
う
よ
う

に
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
な
い
が
、

さ
ら
に
理
解
が
深
ま

り
、
浸
透
し
て
い
く

よ
う
普
及
推
進
に
努

め
て
い
く
。

Q
S
D
G
s
活
動

推
進
の
た
め
に
、

推
進
本
部
的
な
部
局

や
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録

制
度
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

A
専
門
的
な
部
局

や
登
録
制
度
の

設
置
は
重
要
な
取
り

組
み
の
ひ
と
つ
な
の

で
、
検
討
し
て
い
く
。

　
S
D
G
s
の
目
標
︑す
べ
て

の
住
民
が
安
全
で
快
適
な
﹁
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂

Q
坂
上
地
区
で
実
施
し
て

い
る
バ
ス
輸
送
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
利

便
性
を
目
指
す
と
い
っ
て
い

る
が
。
A
バ
ス
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

検
証
し
な
が
ら
、
地
域

の
課
題
や
特
性
に
応
じ
た

﹁
よ
り
良
い
地
域
公
共
交
通

の
あ
り
方
﹂
の
構
築
を
進
め

る
。Q

現
時
点
で
旧
庁
舎
跡
地

の
利
活
用
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

A
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提

案
さ
れ
た
３
つ
の
案
に

対
す
る
意
見
を
も
と
に
、
よ

り
良
い
利
活
用
の
方
針
を
決

め
て
い
く
。

Q
旧
庁
舎
跡
地
の
利
活
用

は
費
用
を
あ
ま
り
か
け

ず
に
、
芝
を
植
え
て
自
由
に

使
え
る
多
目
的
広
場
に
し
て

は
ど
う
か
。

A
跡
地
の
町
有
地
は
あ
ま

り
広
く
な
い
の
で
、
難

し
い
面
も
あ
る
が
、
町
民
の

意
見
を
拝
聴
し
て
決
め
て
い

く
。Q

来
年
4
月
よ
り
水
道
料

金
を
お
お
む
ね
20
％
値

上
げ
す
る
方
針
の
よ
う
だ
が
、

値
上
げ
を
延
期
す
る
か
、
ま

た
は
、
段
階
的
に
値
上
げ
を

す
る
べ
き
と
思
う
が
。

A
料
金
改
定
は
、
受
益
者

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
民
や

運
営
審
議
会
委
員
の
皆
さ
ま

の
意
見
を
伺
っ
て
進
め
る
。

　
S
D
G
s
の
目
標
︑
持
続

可
能
な
方
法
で
生
産
し
︑責
任

を
も
っ
て
消
費
す
る﹁
つ
く
る

責
任
つ
か
う
責
任
﹂

Q
地
産
地
消
に
取
り
組
み
、

地
元
の
農
畜
産
物
を
学

校
給
食
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

A
食
材
の
安
定
的
な
調
達

が
難
し
い
点
は
あ
る
が
、

関
係
機
関
と
協
議
し
、
よ
り

多
く
の
地
元
食
材
を
使
っ
た

給
食
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

Q
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め

の
取
り
組
み
は
。

A
広
報
を
通
じ
て
取
り
組

み
の
重
要
性
を
周
知
し

て
い
く
。

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号　１２

こ ば や し こ う い ち　　　　　

小 林 光 一 議 員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
推
進
に
お

け
る
我
が
町
の
取
り
組
み
（
第
２
弾
）
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
重
要
性
を
理
解
し
た
上
で
、
町
民
も
町

も
企
業
も
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
自
ら
行
動
す
る

　　　　  

ＱA
世
界
で
広
が
る
取
り
組
み
の
輪



Q
地
域
で
の
草
刈
り
の
際
、

河
川
の
土
手
や
川
岸
に

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
土
の
う

が
見
受
け
ら
れ
た
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
浸
水
防
止
な
ど
一

時
的
に
使
う
も
の
は
回
収
で

き
る
と
思
う
が
、
撤
去
が
不

可
能
な
も
の
は
環
境
に
配
慮

し
た
製
品
を
使
え
な
い
か
。

A
災
害
時
の
た
め
町
職
員

や
消
防
団
員
が
土
の
う

を
作
り
、
各
所
へ
備
蓄
し
て

い
る
。
袋
の
材
質
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
素
材
で
、
安
価
で
あ

る
の
が
利
点
。
応
急
的
に
一

時
設
置
を
行
う
場
合
と
、
河

川
の
自
然
護
岸
等
に
設
置
す

る
よ
う
で
あ
れ
ば
自
然
素
材

の
﹁
植
生
土
の
う
﹂
等
が
効

果
的
と
思
う
。
設
置
場
所
や

期
間
、
コ
ス
ト
面
に
考
慮
し

て
使
用
を
考
え
て
い
く
。

Q
ス
マ
ホ
は
年
配
者
も

持
っ
て
い
る
が
、
使
い

こ
な
せ
て
い
な
い
こ
と
が
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
予
約
に
際
し

て
わ
か
っ
た
。
町
主
導
で
ス

マ
ホ
教
室
が
で
き
な
い
か
。

郡
内
の
町
村
で
は
、
公
民
館

で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
好
評
だ
と
い
う
。

A
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
ア

プ
リ
提
供
事
業
を
庁
内

分
科
会
で
進
め
て
い
る
。
建

設
課
職
員
間
で
は
、
現
場
の

状
況
を
写
真
で
送
り
、
円
滑

な
現
場
対
応
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

   

学
校
に
衛
生
用
品
の
設
置
を

Q
必
要
な
子
に
届
く
た
め
、

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

設
置
す
る
こ
と
を
望
む
。
群

馬
県
で
は
6
月
よ
り
こ
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
県
立

女
子
大
・
高
校
・
学
校
・
県

有
施
設
で
設
置
さ
れ
た
。
女

性
活
躍
、
尊
厳
、
S
D
G
ｓ

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
も
つ

な
が
る
。

A
本
町
の
学
校
で
は
、
生

理
用
品
を
必
要
と
す
る

児
童
生
徒
に
保
健
室
で
提
供

し
て
い
る
。
保
健
室
で
対
応

す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生

徒
が
抱
え
る
不
安
や
悩
み
を

養
護
教
諭
に
相
談
で
き
る
機

会
を
確
保
す
る
意
図
を
持
た

せ
て
の
対
応
と
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   

１３　 東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号

あ お や ぎ は る み　　　　　

青柳はるみ議員

設置場所に適した土のうを

護岸等には植生土のうを使っていきたい

　　　 　　　 
　　　　  　　　　  Ｑ

A

放
置
さ
れ
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
た
土
の
う
（
大
戸
）

高齢者へスマホ教室を

実
施
に
向
け
て
検
討
す
る

ＱA
ス
マ
ホ
活
用
で
情
報
の
共
有

と
住
民
と
の
協
働
の
推
進
を



Q
本
定
例
会
で
過
疎
法
変

更
に
伴
う
、
新
た
な
持

続
的
発
展
計
画
の
策
定
が
承

認
さ
れ
た
。
今
後
、
当
町
で

も
施
策
を
肉
付
け
し
新
た
な

活
力
を
生
み
出
す
た
め
に
は

住
民
と
共
に
協
働
し
て
も
ら

う
外
部
人
材
の
活
用
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。A

過
疎
地
域
は
人
口
減
少

や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

地
域
の
担
い
手
不
足
が
課
題
。

地
域
外
人
材
が
こ
の
よ
う
な

地
域
に
入
り
、
熱
意
と
行
動

力
に
よ
り
継
続
的
に
関
わ
る

こ
と
で
地
域
に
刺
激
と
活
力

を
与
え
担
い
手
育
成
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待

で
き
る
。

Q
同
感
で
あ
る
。
外
部
人

材
は
地
域
で
当
た
り
前

だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
新

鮮
な
目
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
り
わ
け
全
国
で

5
5
0
0
人
余
り
が
各
町
村

で
活
躍
す
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
は
注
目
さ
れ
る
。

当
町
の
隊
員
数
、
活
動
実
績
、

定
住
状
況
は
。

A
こ
れ
ま
で
６
名
の
隊
員

が
活
躍
。
活
動
内
容
は

観
光
情
報
の
発
信
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
企
画
、
ま
た
有
害
鳥

獣
対
策
の
取
組
み
、
さ
ら
に

現
在
運
行
し
て
い
る
レ
ー
ル

バ
イ
ク
﹁
ア
ガ
ッ
タ
ン
﹂
運

営
で
あ
る
。
現
在
４
名
が
町

内
に
在
住
し
地
域
に
定
着
し

て
い
る
。

Q
ま
だ
活
用
人
数
が
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
同
様
に
国
の
財
政
措
置

も
あ
り
町
職
員
等
と
連
携
し

集
落
巡
回
、
高
齢
者
支
援
等
、

専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
期

待
さ
れ
る
集
落
支
援
員
や
各

省
が
展
開
す
る
外
部
専
門
家

派
遣
の
確
保
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

A
現
在
、
町
で
は
﹁
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整

備
協
議
体
﹂
を
組
織
し
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
る
。
外
部
人

材
確
保
は
、
当
町
が
抱
え
る

課
題
や
目
指
す
べ
き
目
標
へ

の
対
応
、
ま
た
継
続
的
な
取

組
み
の
可
能
性
等
検
討
し
、

制
度
活
用
を
判
断
し
て
い
き

た
い
。

　
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
施

策
づ
く
り
を

Q
最
近
、
地
方
自
治
体
で

も
様
々
な
分
野
で
の
ド

ロ
ー
ン
活
用
が
始
ま
っ
て
い

る
。当
町
で
も
施
策
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
た
ら
ど
う
か
。

A
ド
ロ
ー
ン
活
用
は
農
薬

散
布
や
イ
ン
フ
ラ
点
検
、

災
害
現
場
の
調
査
な
ど
用
途

は
広
が
っ
て
お
り
、
職
員
の
操

縦
ス
キ
ル
習
得
な
ど
人
材
育

成
を
含
め
、
活
用
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　一
　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号　１４

た か は し の り き　　　　　

髙 橋 徳 樹 議 員

町
も
試
験
導
入
を
始
め
た

ド
ロ
ー
ン

過疎地域における持続的発展のた
めに外部人材活用を

課題や目標に対応した継続的取組み
を検討し活用を判断していきたい

Ｑ

A



Q
長
野
原
町
で
国
の
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
都
市
の
選

定
を
目
指
し
て
い
る
が
、
こ

の
事
業
を
町
長
は
知
っ
て
い

た
か
。
A
森
林
を
持
つ
自
治
体
が
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、

ペ
レ
ッ
ト
製
造
、
家
畜
の
糞

尿
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
等

を
行
い
、
農
業
、
公
共
施
設
、

民
間
等
で
利
用
と
い
う
、
中

山
間
地
域
に
は
良
い
事
業
と

認
識
し
て
い
る
。
当
町
と
し

て
は
今
ま
で
は
民
間
が
先
行

し
て
、
吾
妻
バ
イ
オ
や
チ
ッ

プ
供
給
で
吾
妻
森
林
組
合
岡

崎
加
工
セ
ン
タ
ー
、
森
林
育

成
事
業
協
同
組
合
等
で
事
業

を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
Ｐ
Ｆ

Ｉ
に
よ
る
箱
島
の
小
水
力
発

電
も
行
っ
て
い
る
。

Q
当
町
で
は
畜
産
団
地
を

誘
致
し
た
が
、
そ
こ
か

ら
出
る
糞
尿
の
処
理
を
町
の

資
源
と
し
て
発
電
等
を
行
い

循
環
型
社
会
の
形
成
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

A
町
と
し
て
必
要
性
が
出

れ
ば
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
町
長
は
当
町
の
森
林
を

今
後
ど
う
維
持
し
て
い

く
の
か
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
か
。

A
当
町
は
特
に
民
有
林
規

模
が
小
さ
い
の
で
、
こ

れ
を
団
地
化
・
大
規
模
化
し

て
、
森
林
組
合
を
中
心
に
機

械
化
・
効
率
化
し
植
林
伐
採

を
進
め
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。Q

私
も
町
長
の
考
え
に

賛
同
す
る
。
こ
の
町
の

環
境
を
維
持
す
る
た
め
に

ぜ
ひ
国
の
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
の
事
業

を
取
り
入
れ
て
、

中
之
条
町
、
長
野

原
町
、
川
場
村
、

上
野
村
等
の
先

進
例
に
習
い
、
森

林
、
糞
尿
等
を
地

産
地
消
で
処
理

し
、
農
福
連
携
も

視
野
に
街
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

A
今
ま
で
も
民
間
が
先
行

し
て
き
た
の
で
こ
れ
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
行
政
と

し
て
の
先
進
的
な
施
設
の
考

え
も
持
っ
て
進
め
た
い
。

Q
平
成
30
年
6
月
に
計
画

し
た
東
吾
妻
町
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事
務

事
業
編
）
の
進
捗
状
況
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
公

表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
。A

現
状
で
は
実
施
で
き
て

い
な
い
。
今
後
、
適
切

に
行
っ
て
い
く
。

Q
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

積
立
金
を
使
っ
た
林
地

台
帳
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
の

進
捗
は
。

A
完
成
し
岡
崎
地
区
よ
り

意
向
調
査
を
始
め
て
い

る
。

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   

１５　 東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号

さ と う そ う い ち　　　　　

佐 藤 聡 一 議 員

町内の大規模畜産団地

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は

公
共
施
設
の
整
備
に
、
民

間
の
資
金
や
技
術
力
・
運

営
能
力
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
す
る
手
法
。

地
球
温
暖
化
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
を
見
据
え
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を

自
然
環
境
の
た
め
に
も
行
政
と
し
て
先
進

的
な
施
設
の
考
え
も
持
っ
て
進
め
た
い

ＱA



Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
町

内
４
个
所
で
ワ
ク
チ
ン
の
集

団
接
種
が
始
ま
っ
た
が
接
種

状
況
は
。

Ａ
集
団
接
種
は
５
月
11
日

か
ら
開
始
、
10
月
９
日

が
最
終
日
と
な
っ
て
い
る
。

接
種
率
は
９
月
14
日
現
在
、

全
体
の
87
・
２
％
、
65
歳
以

上
の
方
は
92
・
９
％
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ
今
後
の
感
染
症
対
策
は
。

Ａ
引
き
続
き
対
策
の
徹
底

を
図
り
﹁
人
と
人
と
の

距
離
の
確
保
﹂﹁
マ
ス
ク
の
着

用
﹂﹁
手
洗
い
と
手
指
消
毒
﹂

な
ど
基
本
的
感
染
予
防
を
広

報
し
て
い
く
。

Ｑ
全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン
未

接
種
の
12
歳
以
下
の
子

ど
も
達
に
コ
ロ
ナ
が
広
が
っ

て
い
る
が
、
学
校
に
﹁
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
﹂﹁
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
﹂
の
設
置
が
必

要
と
思
う
が
。

Ａ
町
独
自
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。
国
の
決
定

に
基
づ
き
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る

経
済
対
策
に
つ
い
て
今

回
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
。

Ａ
昨
年
同
様
﹁
く
ら
し
応

援
商
品
券
支
給
事
業
﹂

﹁
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
﹂
等
を
実

施
、
ま
た
﹁
事

業
継
続
支
援
補

助
金
﹂
等
を
実

施
し
支
援
の
拡

充
を
図
っ
て
い

く
。

Ｑ
本
年
８
月
桐
生
市
の
養

豚
場
で
Ｃ
Ｓ
Ｆ
が
発
生

し
殺
処
分
と
な
っ
た
。
ウ
イ

ル
ス
を
媒
介
す
る
と
さ
れ
る

野
生
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
強
化

が
必
要
と
思
う
が
対
策
は
万

全
か
。
Ａ
本
年
度
は
管
内
で
の
生

息
頭
数
は
減
少
傾
向
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
県
の
捕

獲
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
当
町

の
猟
友
会
員
が
上
位
入
賞
し

捕
獲
実
績
も
上
が
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
従
来
の
捕
獲
奨
励

金
に
県
の
奨
励
金
が
増
額
に

な
っ
て
い
る
た
め
捕
獲
強
化

に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

Ｑ
感
染
対
策
と
し
て
イ
ノ

シ
シ
向
け
経
口
ワ
ク
チ

ン
（
ワ
ク
チ
ン
入
り
餌
）
の

散
布
強
化
も
必
要
と
思
う
が

実
績
は
。

Ａ
令
和
２
年
度
よ
り
県
で

実
施
し
７
月
か
ら
８
月

と
令
和
３
年
２
月
か
ら
３
月

に
か
け
町
内
６
个
所
で
散
布

し
て
い
る
。

Ｑ
今
回
、
農
林
省
の
疫
学

調
査
チ
ー
ム
の
調
査

に
よ
る
と
発
生
農
場
で
の
ウ

イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
恐
れ
の

あ
る
ネ
ズ
ミ
が
確
認
さ
れ
た
。

小
動
物
等
の
侵
入
対
策
は
。

Ａ
飼
養
衛
生
管
理
基
準
に

基
づ
き
防
鳥
ネ
ッ
ト
、

殺
鼠
剤
及
び
殺
虫
剤
の
散
布
、

粘
着
シ
ー
ト
の
設
置
を
行
い

適
正
な
管
理
を
事
業
体
が
し

て
い
る
。

　 東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号　１６

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

た か は し ひ ろ し　　　　　

高 橋　 弘 議 員

家
畜
伝
染
病
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
熱
）

対
策
は
万
全
か

野
生
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
と
経
口
ワ
ク

チ
ン
散
布
の
強
化
を
図
っ
て
い
る

ＱA

健やかに育つ生後２
週間の子豚

新型コロナと経済対策は

ワクチン接種と感染対策を行い
経済支援の拡充も図っていく

Ｑ

A



１７ 東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
須
崎
　
幸
一

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

茂
木
　
健
司

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

佐
藤
　
聡
一

根
津
　
光
儀

樹
下
　
啓
示

青
柳
は
る
み

令和２年度東吾妻町一般会計歳入歳出決算認定 14 11 2 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 9/15

令和２年度東吾妻町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和２年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和２年度東吾妻町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和２年度東吾妻町地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和２年度東吾妻町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和２年度東吾妻町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和２年度東吾妻町水道事業未処分利益剰余金の処分及び決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町税条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固
定資産税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資
産税の課税の特例に関する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町東地域定住促進住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町町営住宅基金条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町一般会計補正予算（第３号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町介護保険特別会計補正予算（第１号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町地域開発事業特別会計補正予算（第１号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町過疎地域持続的発展計画の策定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

物品購入契約の締結について 14 12 1 可 ‐ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

日本政府に核兵器禁止条約へ署名・批准を求める陳情（委員会の趣旨採択に対
し）

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

意見書の提出（コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方財源の充実を求め
る意見書）

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町議会基本条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町議会会議規則の一部を改正する議会規則 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

　　第３回　定例会（令和３年９月６日～１６日）

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、／…退席　　議長(１番)は採決に加わらないため「‐」で表示

議　案　な　ど　の　審　議　結　果

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名

出
席
者
数

賛
 
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議
　
決
　
日

　

議
会
だ
よ
り
の
表
紙

　
　

ご
応
募
あ
り
が
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

皆
さ
ま
に
親
し
み
や
す

い
広
報
紙
と
な
る
よ
う
に
、

東
吾
妻
町
議
会
で
は
議
会

だ
よ
り
の
表
紙
の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
の
表
紙
を
飾
っ

た
写
真
は
、
小
川
貴
司
さ

ん
（
川
戸
）
の
撮
影
で
す
。

　

右
は
、
９
月
撮
影
の
「
岩

井
親
水
公
園
の
彼
岸
花
」
、

左
は
、
昨
年
11
月
撮
影
の

「
樽
沢
ト
ン
ネ
ル
」
。
ど
ち

ら
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
美

し
い
秋
の
風
景
で
す
。

　

次
号
も
、
皆
さ
ま
の
ご

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

採
用

！



各委員会からの活動報告 各委員会からの活動報告

東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号　１８

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

本
定
例
会
の
委
員
会
で
は
、

令
和
２
年
度
予
算
決
算
認
定

を
中
心
に
審
査
・
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
所
管

事
務
調
査
も
あ
わ
せ
て
実
施

し
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
か
ら
は
町
営
住

宅
の
今
後
の
在
り
方
と
し
て
、

子
育
て
支
援
・
低
所
得
者
が

安
心
し
て
居
住
で
き
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
お
ら
が

ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
は
、
デ
ビ
ル
ズ
タ
ン
バ
ー

ガ
ー
の
周
知
等
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
商
工
会
か
ら
町
へ
の
要
望

書
に
関
し
て
、
今
後
さ
ら
に

町
と
商
工
会
と
の
協
議
を
求

め
る
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
町
か
ら
は
各
課
横
断

的
な
子
育
て
・
定
住
促
進
策

の
実
施
、
ま
た
商
工
振
興
策

の
充
実
に
つ
い
て
前
向
き
な

答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
回
定
例
会
以
降
の
閉

会
中
の
委
員
会
活
動
に
つ
い

て
、
7
月
２
日
、
岡
崎
資
料

館
と
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
文

化
財
整
理
室
を
視
察
し
、
教

育
委
員
会
管
理
の
文
化
財
の

保
管
状
況
に
つ
い
て
、
担
当

者
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
文
化
財
の
活
用
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
新
任
の

山
野
教
育
長
、
社
会
教
育
課

長
等
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

８
月
4
日
、
委
員
会
を
開

催
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
等
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

保
健
福
祉
課
長
よ
り
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
接
種

は
こ
の
日
で
終
了
し
、
12
歳

以
上
64
歳
ま
で
の
対
象
者
は

５
２
７
２
人
、
12
歳
以
上
の

小
中
学
生
対
象
者
の
う
ち

63
％
、
高
校
生
に
相
当
す
る

年
代
で
68
％
の
接
種
希
望
予

約
が
入
っ
て
い
る
と
の
報
告

と
、
実
施
に
当
た
っ
て
の
感

染
予
防
対
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

岡崎資料館の収蔵物の一例

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
る
委
員

　　  町民協働で進めている「おらがまちプロジェクト」　
左：マイロックタウン東吾妻     右：デビルズタンバーガー
　（街道のコスモスとへそ岩）　 　（道の駅あがつま峡）



　

執
行
部
よ
り
町
総
合
戦
略

本
部
の
行
財
政
改
革
関
連
の

会
議
経
過
が
報
告
さ
れ
、
ひ

が
し
あ
が
つ
ま
創
生
会
議
の

公
募
委
員
に
10
名
が
決
定
し

た
こ
と
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト（
自
動
会
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
導
入
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
、
坂
上
地
区
デ
マ
ン

ド
バ
ス
利
用
は
日
に
２
～
４

名
と
低
調
で
あ
る
が
、
コ
ロ

ナ
収
束
に
合
わ
せ
て
バ
ス
利

用
促
進
の
広
報
活
動
を
進
め

る
と
の
報
告
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
導
入
に
際
し
、

特
定
の
業
者
に
依
存
し
な
い

こ
と
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
不

得
手
な
町
民
に
不
公
平
が
生

じ
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
町
営
キ
ャ
ン
プ
場

２
个
所
に
つ
い
て
民
間
委
託

も
含
め
、
利
活
用
と
運
営
改

善
を
求
め
る
意
見
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
10
日･

22
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
予
算
決
算
審

査
特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

議
長
の
了
承
を
得
て
、
委

員
長
･
副
委
員
長
で
相
談
を

し
、
議
会
事
務
局
が
﹁
予
算

決
算
審
査
特
別
委
員
会
関
係

資
料
﹂
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
も
と
に
、
議
長
･

副
議
長
･
議
会
運
営
委
員

長
・
副
委
員
長
で
話
し
合
い
、

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

案
と
具
体
的
な
内
容
案
を
示

し
、
7
月
８
日
・
28
日
と
委

員
会
を
開
催
し
、
調
査
研
究

を
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
８
月
10
日
を
予
定

し
ま
し
た
が
、
群
馬
県
で
も

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増

え
た
た
め
、
議
長
よ
り
中
止

の
要
請
が
あ
り
、
開
催
を
断

念
し
ま
し
た
。

　

今
後
時
期
を
み
て
、
予
算

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

各委員会からの活動報告 各委員会からの活動報告

１９　 東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号

行
財
政
改
革

　
　
　
　

特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

引き続き

　「議会だより」 の表紙に掲載する 「町の風景」

や 「行事」 などの写真を募集しています。

　掲載の決定に関してや時期などは、 議会広報特別

委員会に一任させていただきます。

　なお、 人物が特定される写真は、

その方の了承を得てから応募して

ください。

　　　　詳しくは、 東吾妻町議会 HP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まで→

　　　　　　議会だよりの表紙の

　　　　　　　　　写真を募集します！

　　　　　　　　お子さんの誕生日の写真 ・ 発表会の写真など
                    　　     　　　お友達と一緒に応募してみませんか！　　

温
川
キ
ャ
ン
プ
場

あ
づ
ま
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場



　

今
回
は
中
学
生
議
会
・
高

校
生
議
会
が
中
止
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
達
が

読
み
や
す
い
広
報
づ
く
り
を

心
が
け
ま
し
た
。
文
章
だ
け

で
な
く
イ
ラ
ス
ト
や
グ
ラ
フ

を
多
く
使
い
、
議
会
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
親
し
み
や
す

い
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ

う
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

や
表
紙
の
写
真
の
投
稿
な
ど

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（ 

渡　
　

一
美
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委  

員  

長　

樹
下　

啓
示

　

副
委
員
長　

井
上
日
出
来

　

委　
　

員　

渡　
　

一
美

　

委　
　

員　

高
橋　
　

弘

　

委　
　

員　

茂
木　

健
司

　

委　
　

員　

髙
橋　

徳
樹

　

委　
　

員　

青
柳
は
る
み

発
行

／
東

吾
妻

町
議

会
　

編
集

／
議

会
広

報
特

別
委

員
会

　
　

　
　

　
  TEL 0279-68-2111　

　
FA

X
 0279-68-5300

〒
377-0892　

群
馬

県
吾

妻
郡

東
吾

妻
町

大
字

原
町

1046  　
　

　
  E-m

ail：
g

ikai@
to

w
n

.h
ig

ash
iag

atsu
m

a.g
u

n
m

a.jp
　
　

東
吾
妻
町
議
会
だ
よ
り
 み
ん
な
の
議
会
N
o
.6
3
 / 2
0
2
1
.1
1
.1

　
　

　独身の頃スキーに行くために、この町を通過し
ていました。そんな私が縁あってその道沿いのパ
ン屋に嫁ぎました。友達からは「あの通過するだ
けの町だよね！？」と驚かれました。
　ところがこの東吾妻町にはあの岩櫃山、箱島湧
水、蛍など豊かな自然、歴史的価値のある出土品

「ハート形土偶」など誇れるものがあります。そ
して各地区で行われる祭事を通じて神様をとて
も大事にしている人たち。決して通過させるには
もったいない価値のある町です。子どもたちが大

人になった時に「自分の町にはこんな素晴らしい
ものがある」と胸を張って言えるかどうかは、私
たち世代にかかっていると感じます。
　同じ考えのもと集結したのが「岩櫃城忍びの
乱」。仕事とは別の裏の顔を持ち、それぞれの得
意分野で町を盛り上げるため奮闘しています。そ
れは昔この土地に住んでいた忍者さながら。
　以前デザインの仕事に携わっていた私は、原町
小学校に元々いた土偶キャラの「どぐりん」をい
ろいろなバージョンで描いて、PTA だよりに登場
させてもらっています。毎回必ず目につく土偶の
イラストで、子どものうちから町の文化財を身近
に感じてもらおうと思ったのです（洗脳？）。
　この町には同じような「忍び」はもっと沢山い
るようです（私統計）。そんな忍びが同じ目的の
ために一致団結したら、楽しい町になりそうじゃ
ないですか？
　ここ最近、県内の知り合いから「なんか東吾妻
町すごくない！？」と言われることが多くなりま
した。もう忍ばない・・・通過するだけの町なん
て言わせたくないですね。

■ まちの声

東吾妻町ホームページ
www.town.higashiagatsuma.gunma.jp/
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東吾妻町議会だより　令和３年１１月１日　６３号　 2 0

議会を傍聴してみませんか！
　議会の会議は、特別な場合を除き公開
されています。傍聴希望の方は、役場３
階の議会事務局までお越しください。
　コロナ対策のため、マスクの着用をお願いします。

次回の定例会は１２月６日開会予定

日 月 火 水 木 金 土

本会議 常委 常委 特委 特委
全協

休会 本会議 本会議

※予定ですので、詳しくはお問い合わせください。
常委：常任委員会、特委：特別委員会、全協：議員
全員協議会

　　　１２月定例会予定表　　　

原小ＰＴＡだよりで
おなじみの「どぐりん」

８年前から活動を続ける岩櫃城忍びの乱の皆さん
（後方左から三番目が青木さん・2016 年撮影）

　「忍び」が住む町に嫁いで

　　　　青木　香さん　（原町在住 ）


